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【対象】2000 年から 2008 年まで、当科で行った口唇口蓋裂患者 179 名のうち、片側完全唇顎口
蓋裂患者 28 名を対象とした。このうちホッツ床を使用した 14 名を HP 群、使用しなかった 14
名を non-HP 群とした。合併奇形や重篤な合併症のある患者は除外した。【術前矯正】当院口腔外
科において、初回受診時に印象を採取しその数日後より装着を開始した。【初回唇裂形成術】全て
の患者は生後 3 か月時に同一術者により唇裂形成術が行われた。術式は鬼塚法及び逆 U 字切開に
審査様式２－１ 












































平成 26 年 2 月 18 日、学位論文審査委員会において審査委員全員出席のもと論文についての説
明を求め、関連事項について質疑応答を行い、学力の確認を行なった。その結果、審査委員全員
が合格と判定した。 
よって、著者は博士（医学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
